
Webサイト リスクマネジメントセミナー
ー企業の「顔」であるWebサイトを安全で確かなものにするために－

※定員等の都合により締め切り前にお申し込みいただいてもご参加をお断りする場合がございます。予めご了承ください。
※当セミナーは、法人様対象のセミナーとなっております。個人様からのお申し込みは受け付けておりません。
※同業他社様からのお申し込みは、お断りさせていただく場合がございます。

開 催 概 要

日 時 2009年7月29日（水）13:30-17:20 (13:00受付開始）

会 場
コンファレンススクエア・エムプラス（東京・丸の内）

（東京都千代田区丸の内2-5-2 三菱ビル1F   裏面の地図参照）
http://www.marunouchi-hc.jp

主 催 日本アイ・ビー・エム株式会社

対 象
Webサイト管理者様、オーナー様、企画部門のご担当者様、

企業のプライバシー、コンプライアンスご担当者様

無 料
無料/事前登録制

（定員になり次第お申し込みを締め切りますので、お早めにお申し込みください）

お問い合わ
せ

ibm.com ®アクセスセンター
0120-300-426（9時30分～17時30分/土曜・日曜・祝日を除く）

企業にとってWebサイトは、今やビジネスを牽引する最も重要な媒体の一つであり、そして、自身をあらわす「顔」でもあ

ります。築き上げた高いブランドイメージの維持や信頼感など、Webサイトに課される使命はますます重く、大きくなって

います。コンプライアンス、セキュリティー、プライバシーといった安全性の確保、また、ビジネスの機会を最大化するた

めのアクセシビリティーやWebページの品質保持。これらの要件を膨大なページ数を持つ企業のWebサイトにおいて高

い水準に保つのは、並大抵のことではありません。

当セミナーでは、「IBM Rational® Policy Tester® 」「IBM Rational® AppScan® 」を活用し、Webサイトのリスクを最小化

し、より安全で確かなものとするソリューションを事例を交えてご紹介します。

Webサイト管理者様、オーナー様、また、企画部門のご担当者様におかれましては、ぜひセミナー会場にお運びいただ

き、その効果を実感していただければと存じます。

皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。

日本アイ・ビー・エム株式会社

ラショナル事業部

●IBM、IBMロゴ、ibm.com、Rational、AppScan、Policy Testerは、International Business Machines Corporationの米国およびその他の国における商標。

セミナーのお申し込み、詳細はこちらへアクセス

ibm.com/jp/dm/webrisk0/



開 催 内 容

13:30 ～13:35 ご挨拶
日本アイ・ビー・エム株式会社 ラショナル事業部 理事 事業部長 渡辺 公成

Web サイトのリスクを最小化し、ビジネスを拡大する
Rational Policy Tester と Rational AppScan Enterprise Edition のご紹介

13:35 - 14:25 日本アイ・ビー・エム株式会社

ソフトウェア事業 ラショナル事業部

雨宮 吉秀

バーチャル・コミュニケーションズ

株式会社

日本アイ・ビー・エム株式会社

東京基礎研究所
飯塚 慎司

日本アイ・ビー・エム株式会社

法務･知的財産･コンプライアンス

リスクマネジメント･オフィス担当

チーフ･プライバシー･オフィサー

荒木 吉雄

日本アイ・ビー・エム株式会社

ソフトウェア事業 ラショナル事業部

雨宮 吉秀

Policy Testerを用いた効果的なWebサイト運用方法
14:25 - 15:05

15:05 - 15:25 休憩 （デモコーナーで実演をご覧下さい）

IBM Webサイトのプライバシーとセキュリティ遵守への取り組み

16:15 - 16:55

Webアクセシビリティーに取り組むには
15:25 - 16:15

クラウド・サービスRational Policy Tester OnDemandのご紹介

16:55 - 17:20

徒歩 約６分Ｂ1出口東西線「大手町駅」

徒歩 約４分Ｄ1出口都営三田線「大手町駅」

徒歩 約３分地下道経由丸ノ内線「東京駅」

徒歩 約２分４番出口千代田線「二重橋前駅」地
下
鉄

１０番出口より直結京葉線「東京駅」

徒歩 約２分丸の内南口「東京駅」Ｊ
Ｒ

所要時間出口駅名

セミナー会場・コンファレンススクエア・エムプラス へのアクセスマップ

Webのアクセシビリティーを確保するには、どのように計画を立て、どのように改善して

いけば良いのでしょうか。また、なぜアクセシビリティーに取り組まなくてはいけないので

しょうか？当セッションでは、改善計画をたてる上でのノウハウと、アクセシビリティに取

り組む上での価値を中心にお話します。

IBMでは、個人情報を収集するWebサイトのプライバシーとセキュリティのコンプライアン

スのために、毎月対象となるWebサイトをスキャンし、その結果をデータベースで一元管

理しています。違反があったWebサイトは直ぐに修正をすることが求められます。この

Webスキャンによって、お客様からお預かりする大事な個人情報を守り、IBMグローバル

のWebサイトの品質向上を図っています。

Web サイトはビジネスの強力なツールであると同時に、多くのリスクを抱えています。こ
のセッションでは、膨大な Web サイトに潜むセキュリティ、プライバシー、アクセシビリテ
ィ、コンプライアンスや品質の問題を管理する、IBM Rational のソリューションをご紹介し
ます。

本セッションでは、IBM クラウド・サービスの一環としてリリースされた、Rational Policy 

Tester OnDemand のご紹介をします。Rational Policy Tester OnDemand では、Rational

Policy Tester の機能がインターネットを介して提供され、お客様は、H/W、S/W 製品の

導入、運用に煩わされること無く、直ぐにでも Rational Policy Tester による Web サイト

の問題管理を始めることができます。

様々な業種の企業に導入いただいている「IBM Rational Policy Tester」の実際の
運用時のベストベストプラクティスを事例を交えて紹介いたします。
また、よくあるWebサイト運用に潜む問題点とその対処方法も実例を挙げて
ご紹介します。
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